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校庭にあふれる
子どもたちの元気

元福岡市立横手小学校長

古田 秀人 氏
福岡大学と小学校との交流は、2018年に
9年目に入ります。サッカーだけでなく、水泳など
他のスポーツでも交流するようになりました。
子どもたちを指導した福岡大学の学生の中
には、小学校の教員を目指す人も出るなど、
学生にとっても小学校での経験が生きて
います。今後はより多くの分野で、小学校
との交流の輪が広がっていくことを期待
しています。

スロージョギング®で
健康経営
正興ITソリューション（株）
代表取締役社長

有江 勝利 氏
企業がその活力を保ち続けるためには、社員が
健康でなければなりません。正興電機グループ
には、田中宏暁先生が提唱しておられるスロー
ジョギング®を取り入れ、メタボリック症候群から
脱した社員もいます。スロージョギング®継続の
おかげでリバウンドもありません。福岡大学の
研究成果をITと組み合わせて、より多くの人の
健康づくりに貢献するのが、私たちの願いです。 

産官学連携で
社会をもっと豊かに
（株）日立製作所ヘルスケアビジネスユニット

経営戦略室 渉外部 部長代理

光城 元博 氏
少子高齢化・人口減社会に挑むには、多世代
交流を通じてお互いに支え合いながら予防や
健康づくりに取り組む、地域ケアシステム・健康
管理プログラムの創出と社会実装が必要
です。そのためには産業振興を担う企業、研究
や人材育成を担う大学、まちづくりを担う行政
による協創が不可欠です。福奏プロジェクト
から世界を救う社会実装モデルが生まれること
を願っています。

高齢者の活力を
まちづくりに生かす

那珂川市長

武末 茂喜 氏
那珂川町（当時の名称）は、福岡大学と連携
して「認知症予防に関する研究事業」を実施
しました。研究では、ニコニコペースのステップ
運動などが、筋力アップや認知機能の向上に
効果があることが実証されました。現在は、住民
の方が主体となって、地域でステップ運動教室
の開催やサークル活動が行われています。今後
も研究事業の成果を活かし、健康で活き活きと
暮らせるまちづくりを進めます。

ヘルスツーリズムを
福岡から世界に発信
ジャパン・メディカル＆ヘルスツーリズムセンター所長

一般財団法人日本健康開発財団 メディカル＆ヘルスケア事業部長
（株）JTB経営戦略本部調査役

松嶋 孝典 氏
健康・医療の分野は、日本再興戦略に基づく
国策として、国内に限らず国外も見据えた新たな
サービス産業の創出機会として期待されています。
国内においては、ヘルスツーリズム認証制度の
運用が開始されました。また、海外に向けては、
ヘルスツーリズムのプロモーション促進事業も
計画されています。福岡大学様が掲げる『福奏
プロジェクト』が、地域密着による社会の活力を
生み出すことに留まらず、日本しいては世界と
共鳴する発信源となることを願っております。

笑顔で子育てできる
環境をつくろう

（株）フラウ
代表取締役社長

濱砂 圭子 氏
創業以来２５年以上、福岡の子育て環境改善
を提唱し、ベビーベッドの設置、授乳室の増設、
子づれママの優先権など、具体的に町や意識
を変えてきましたし、現在も生み育てやすい国
づくりを目指して活動を続けています。
「福奏プロジェクト」は大学や地域、行政、企業
の真ん中に子育てママを置いた取り組みで
あり、大変期待しています。子育ての笑顔が輝く
福岡市を産学官連携で創っていきましょう！

福奏プロジェクト

QRコードで
アクセス

出生前から老年期まで
各年代で遭遇する健康上の課題を
福岡大学の「知」で解決し、

人々の福（ハッピー）を奏でます。



学童期・思春期学童期・思春期 青年期・成人期青年期・成人期

子どもといる生活の研究チーム

地域で支える
子育て支援プログラムに

関する研究

支援必要者の把握
ニーズに応じた講座の配置

「小児科かかりつけ医師」との
連携モデル作成

中高年期中高年期

自治体と連携した事業展開

ソーシャルスキルトレーニング介入

体力向上スポーツプログラム
専門的なスポーツ指導者

新体力テスト分析による
個別・適正評価方法の作成

ヘルスツーリズム
（運動×食×観光）の開発

健康食品や漢方薬を用いて
認知症・認知機能への効果検証

高齢者活動
広域的サポート事業の開発

大学資源を活用した健全・健康な
発達支援プログラムに

関する研究

高齢者サポートモデル及び
スロージョギング®による効果的な
予防プログラムに関する研究

学校適応支援・活力ある
人間形成の研究チーム

社会活動支援・活力ある
高齢者の研究チーム

● 福岡市「こども未来局」こども発達支援課
● 地域の小児科医・保育士・幼稚園教諭・養護教諭

学

官 官

学

官
産

● 教育委員会、小中学校
● 教職員、保護者

● 日本スロージョギング協会　● 旅行会社
● 西部ガス・カスタマーサービス(株)
● 社会福祉協議会　 ● 市消防署

出生前・妊娠・出産・子育て期出生前・妊娠・出産・子育て期 幼少期幼少期

学

福岡大学は全国で唯一、ひとつのキャンパス内に人文科学（人文学部）、社会科学（法・経・商・商二各
学部）、自然科学（理・工・医・薬・スポーツ科各学部）からなる9学部31学科を擁する西日本屈指の私立
総合大学です。
こうした特徴やこれまでの成果を生かし、学部横断的に構成された3つの研究チームが、産業界や行政など
と連携・協働しながら、「出生前・妊娠・出産・子育て期」「学童期・思春期～青年期」「中高年期」における
健康上の課題の解決に取り組んでいます。
現代社会では、子育て力の低下、学校不適応の子供の増加、生活習慣病の蔓延、高齢者の認知症や
閉じこもりなど、健康な時間を過ごせない問題が生じています。そこで、家庭支援、学校教育支援や中高齢
者活動を通じて、身体的・心理的・社会的介入を実施し、活力ある人間をつくる健康先進プログラムを開発することにより、大学の『知』を社会の
『価値』に転換し、健康持続社会の実現につなげる“福奏プロジェクト”を実施しています。
福奏（FUKUSOU）には、地域の助け合いを基盤に、人々の福（ハッピー）を奏でることにより、健康持続社会の実現を目指すとの意味が込められ
ています。
『ライフタイムにおける活力形成による健康な時間の創造～福奏プロジェクト～』は、本学のステークホルダーである地域社会のすべての方
が、心身ともに健康な一生を過ごせるよう、産学官民の連携によって取り組み、明るく闊達な大学づくりを目指す福岡大学のブランド戦略を具現
化するプロジェクトです。福大チーム一丸となって、本学のブランディングの一助となるよう、ビジョンを実現したいと思います。

福岡大学は、西日本随一の総合教育、研究、医療の提供を通して時代に即応し発展する大学
を目指しています。本学で展開している福奏プロジェクトでは、地域の方々の出生前から老年期
に至る健康課題の解決に取り組み、健康持続社会の実現に向けて、3つの研究チームが、
子育て対策や学童期・思春期の学校適応と体力向上、中高年期の健康づくりや社会活動
支援を展開しています。
今後は、「研究」の先を見据え、積極的に地域や産業界との連携を深めながら、研究成果の
社会実装・地域貢献を進め大学ブランド力の向上に努めてまいります。

生涯を通して誰もが元気で健康に暮らせること、それが福岡県が目指す社会です。出生前
から高齢期に至るまで、それぞれのライフステージで健康でいることが、人生を豊かに過ごせる
第一歩ではないかと思います。この産学官連携プロジェクトが非常に大きな成果となります
ことを、お祈り致します。研究の成果を楽しみにしております。

研究成果を社会に届ける
（学部横断的な3つの研究チーム）

ライフタイムにおける活力形成による健康な時間の創造　～福奏プロジェクト～
３つの研究を連携させ、健康時間の創造を可能とする先進プログラムを開発し、これを広く社会に普及させます。

福岡大学の「知」で
健康持続社会をつくる

福岡県副知事より応援メッセージ

誰もが元気で健康に
暮らせる社会に

大学見本市に出展国際シンポジウムを開催

福岡大学は1934年に

福岡高等商業学校として創立。

建学の精神として

「思想堅実」「穏健中正」「質実剛健」

「積極進取」を掲げています。

福岡大学 学長

朔 啓二郎
研究統括責任者

（スポーツ科学部教授、身体活動研究所長）
檜垣 靖樹

福岡県副知事

大曲 昭恵 氏
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出生前・妊娠・出産・子育て期

医学･看護の専門家が
子育て･孫育てを強力バックアップ

子どもたちが社会に
適応する力をつける

学生アスリートが
小学校の体育授業を応援

子どもといる生活の研究チーム

チームリーダー

（医学部教授、てんかん分子病態研究所長）
廣瀬 伸一

リーダー

（医学部准教授）
佐久間 良子

子どもを持つ親世代の妊娠･出産･育児に対する不安が、産後うつ
病や子どもへの虐待を招いています。

親世代、さらには祖父母世代に対して、妊娠前、妊娠中、出産･
育児期それぞれに応じた講座を定期的に開催し、切れ目のない
支援を提供します。小児科医、保健師、助産師、看護師、養護教諭
の協力の下、子どもの「かかりつけ小児科医」を決め、必要に応じて
自治体のケースワーカーとも連携する体制をつくります。

他職種連携、地域ぐるみで子育てを支援することにより、親世代の
不安が軽減し、子どもが健康に育つ環境を実現します。

1
TE

AM 学童期・思春期～青年期
学校適応支援・活力ある人間形成の研究チーム2

TE
AM

ママになる方とそのご家族（ママ・パパ・祖父母）、地域
で子育てに関わる方に向けた子育て講座

コーディネーショントレーニングでは、リーフレットやDVD・書籍を作成し福岡市内の
全小中学校へ配布し、教員向け研修会や小学生を対象とした効果検証等を継続的に
実施しています。

友だちとの接し方を学ぶ

スノーケリング教室水泳授業支援サッカー授業支援

チームリーダー

（人文学部教授、臨床心理センター附設学校適応支援教室「ゆとりあ」教室長）
松永 邦裕

健康上の課題

福奏プロジェクト

期待される成果

子どもが学校生活になじめず、いじめや不登校が起きています。

臨床心理センターの附属施設「ゆとりあ」で培った経験を生かし、
小･中学校の児童･生徒にSST（ソーシャルスキル･トレーニング）を
実施します。SSTは、認知行動療法と社会学習理論を基盤にした
支援方法で、ロールプレイやよかったところのフィードバックを通じて
対人コミュニケーション能力を高めます。

いじめや不登校を未然に防ぎ、子どもがたくましく生きる力を伸ばし
ます。

健康上の課題

福奏プロジェクト

期待される成果

低出生体重児や早生まれの子どもは児童期の体力が低く、発育・
体力レベルに応じた運動指導が求められています。

福岡市教育委員会等と2011年度より行ってきた児童･生徒の
体力評価の結果を反映させる形で、運動神経を効果的に高める
コーディネーショントレーニングや、体力に応じた運動指導を行い
ます。福岡大の運動部に所属する学生アスリートが、小学生を直接
指導します。

子どもの体力はもとより協調性や頑張る力を伸ばし、健全な成長を
促します。

健康上の課題

福奏プロジェクト

期待される成果

ハイリスク児を出産した妊産婦の抑うつ・不安傾向、
育児困難、赤ちゃんへの気持ちに関する探索研究

保育士、子育てサークルの指導者へのシミュ
レーション研修の効果

テーマ テーマ
２つの研究アプローチ

育児期 妊娠期
□ 保育士研修会

□ NICUママカフェ

□ 育児期の健康応援支援

行
　
政

大
学・大
学
病
院

連携

例） 保育園を運営する企業向けの
 研修としてパッケージ化

□ 祖父母学級

□ プレパパ・
　 ママスクール

（スポーツ科学部教授）
乾 眞寛

子どもの親や祖父母を対象に、
子育ての新常識を伝える講座を開催

ステージに合わせた講座を準備
参加者同士の交流も

逞しく生き
る力

（Life Sk
ills）

小学4年生 3年間に渡る
Social Skills Training（SST）の実施と検証

結果を社会に公表
・報告書
・公開シンポジウム

個
体
的
条
件・特
性

社会的経験（Social Skills の獲得）

不登校・引きこもり・いじめ等の予防（減少）
ambitiousな児童生徒・学校文化
学級（学校）の活力・協働性の向上

活力のある人生・
社会構成員

学校生活における
適応力（Social Skills）

・自尊（肯定）感
・ストレス
・達成動機
・自他尊重
・集団（社会）適応

・自己効力感
・コーピング
・主体性
・信頼
・貢献

0％ 50％ 100％ 0％ 50％ 100％

福岡大学スポーツ科学部/身体活動研究所　2016年度データより作成

高 低

A B C D  E

● 生まれ月と体力テストの関係（経年）
■　小学校児童（福岡市）の体力データを解析

■　「生きる力」が育つ学校文化を創る

早生まれの児童は経年的に見てもDE評価の割合は高い（6年生まで残る）

男 

児

女 

児

4-6月 1-3月
2016年
2015年
2014年
2016年
2015年
2014年

リーダー

3 4



地域（行政）・看護学科・企業が発信する
高齢者サポートモデル

見守り
ネットワーク

中高年期

スロージョギング®で
年を重ねても元気に

企業と協働で一人暮らし
高齢者を支援

漢方の力で認知症を予防

社会活動支援･活力ある高齢者の研究チーム

チームリーダー

（スポーツ科学部教授、身体活動研究所）
上原 吉就

人口の高齢化により、生活習慣
病、転倒･骨折、認知症が急増
しています。これらにより医療費
の高騰が問題になっています。

疲れない程度の遅い速度で長く走るスロージョギング®は、減量、
筋力アップはもとより生活習慣病予防や認知機能の維持･向上に
有効であることを実証しました。スロージョギング®に食事や観光を組み
合わせたヘルスツーリズムを開発し、世界中の人々に広めます。

生活習慣病、転倒・骨折、認知症
を予防する健康先進プログラムを
開発します。健康寿命をさらに
伸ばし、医療費を削減します。

3
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リーダー

（医学部准教授）
馬場 みちえ

健康上の課題 福奏プロジェクト 期待される成果

一人暮らしの高齢者が増え、
家庭内での事故や孤独死が
懸念されます。

福岡県を基盤とする大手都
市ガス会社と協働。看護の
専門家によるコミュニケー
ションスキル研修を受けた企
業社員が、高齢者や住民と
ともに地域貢献できるように
支援いたします。

産官学連携で、地域ぐるみの
“見守りネットワーク”を構築し
ます。

健康上の課題

福奏プロジェクト

期待される成果

認知症に対する有効な
治療・予防薬はいまだ開発
されていません。

漢方薬の抑肝散や八味地
黄丸には記憶障害や睡眠
障害を改善する効果がある
ことが、動物実験で認められ
ました。これらの漢方薬の
作用メカニズムを解明し、
認知症の予防対策に生かし
ます。さらに、スロージョギング®

と組み合わせることにより、
高齢者の虚弱（フレイル）を
防ぎます。

認知症やフレイルを未然に
防ぎ、健康寿命の延伸に
つなげます。

健康上の課題

福奏プロジェクト

期待される成果

（薬学部教授、加齢脳科学研究所長）
岩崎 克典

リーダー

スロージョギング®は韓国を始め海外でも普及

●1日のスケジュール

・豊富な食材　・栄養バランス
・低カロリーで満足感
・器と盛りつけ（視覚的楽しみ）
・食生活についての座学

スロージョギング®

ヘルスツーリズムを活用した健康づくり支援

スロージョギング®による運動介入の効果

朝150kcal 昼350kcal

夕658kcal
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観光食

座学 実技・実践
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運動

運動生理学の視点から
長期効果を検証

起床 運動 朝食 アクティビティ 運動 昼食 アクティビティ 運動 夕食 運動 就寝
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（下肢パワー）

膝進展筋力太腿ICW
（筋量）

METs@DPBP
（有酸素能力）

運動群

* P<0.05, ** P<0.01, PRE vs. POST　† P<0.05, †† P<0.01, 交互作用, ANOVA （群×時間）

（Ikenaga M et al., Eur J Appl Physiol. 2016より作図）

●高齢者75名（70.8±4.0歳）
●運動群（n=37）、対照群（n=38）に無作為割り付け
●12週間
●1分走行1分歩行を1セットとし80セット/週を目標
●有酸素能力、筋力、筋量（多周波生体電気インピーダンス法）を評価

対照群
** ††

** †

** †

*
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3.9
4.1
4.3

2月 9月

聴く姿勢が適切である（目線､肩、態度、表情など）

うなづきができる

繰り返しが適切にできる

相手の気持ちや感情を言葉で確認要約することができる

不適切なボディランゲージ（手足の動き、目をそらす）をしていない

解析は、介入前後で対応のあるt検定
**；P<0.01,***；P<0.001

**
*****

**
**

（馬場みちえ ら．第37回日本看護科学学会学術集会．2017より改変）

地域

行政・
社協 etc

大学
産学官民連携
の成果を
地域社会に
還元

プログラムの
提供と受講

P

D

C

A プログラムの実施・
有効性検証・改良
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HJG

CI + Aβ
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sham vehicle Toki YKS
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RI
（偽手術ラット） （蒸留水） （当帰） （抑肝散）

（偽手術ラット）（蒸留水）（八味地黄丸）（ドネペジル）

（HJGの300, 1000はそれぞれ、300, 1000mg/kg/day
を表す。DPZは10mg/kg/day） 

（Hiroshi Moriyama et al., Traditional & Kampo Medicine. 
2017 一部改変） 

（Ai Nogami-Hara et al., Journal of Ethnopharmacol-
ogy. 2018 一部改変） 

アルツハイマー病薬であるドネペジルは、モデル
ラット（CI+Aβ）の空間記憶障害を改善し、八味地
黄丸も同様に改善効果を示した。

社会的問題
独居・閉じこもり

フレイル
予防

認知症
サルコペニア
ロコモ

抑肝散（YKS: 1000 mg/kg/day)は、モデルラット
（RI）の空間記憶障害を改善し、海馬の神経細胞
死を抑制した。また、構成生薬である当帰（
Toki: 150 mg/kg/day）も同様に改善効果を示
した。

8方向放射状迷路課題での誤選択数

漢方薬の効果を実証して医療に貢献

* p<0.05, ** p<0.01, *** p<0.001, **** p<0.0001
Tukey’s multiple comparisons test 

漢方薬は本当に効くの？

実験で実証して欲しい

症例報告に頼るのみ

実証できるところは福岡大学しかない

製薬会社 福岡大学

安心して使える

スロー
ジョギング®

天然物・漢方

実
証
は

あ
る
か

適正
使用

効果の実証は？

活力ある
高齢者社会

介
入
研
究
に
よ
る
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法
自
己
評
価

ヘルスツーリズム参加による体重の変化
（BMI 25以上の参加者16名）

ヘルスツーリズム
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* P<0.05, vs 参加前
（Sagayama H et al., British J of Nutrition. 2018 一部改変）

自己コントロール期間
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知識

行動

創造

戸別訪問を行う
（ガス会社etc）
企業の社員
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